Functional analysis of Fyn tyrosine kinase and b-adducin in the mammalian central nervous system by ゴトウ, ヒトシ & 後藤, 仁志
Osaka University

















博士の専攻分野の名称  博 士（理 学） 
学 位 記 番 号  第  ２０８７８  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            理学研究科生物科学専攻 
学 位 論 文 名  Functional analysis of Fyn tyrosine kinase and β-adducin in the 
            mammalian central nervous system 
            （哺乳類中枢神経系における Fyn チロシンキナーゼ及びβ-adducin の機 
            能解析） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 長谷 俊治 
            （副査） 
            教 授 岡田 雅人  教 授 八木  健  部 長 永井 克也 
            助教授 奥村 宣明 
【69】
論 文 内 容 の 要 旨 
 Fyn は Src ファミリーチロシンキナーゼに属するチロシンキナーゼであり、中枢神経系に高発現している。これま
でに fyn 遺伝子欠損マウスが概日リズムに影響を及ぼすことが発見され、概日リズムの中枢である視床下部視交叉上
核において重要な働きをすると考えられていた。Fyn の視床下部における働きを解析する目的で、これまでに Fyn に
結合するタンパク質として細胞骨格タンパク質であるβ-adducin が同定されていた。 

















― 368 ― 
が既に報告され、タニサイトが摂食調節に関与する神経細胞を取り巻く微細環境を調節する可能性が考えられる。 
 更に、2DG は摂食を亢進する刺激である事から Fyn やβ-adducin が糖欠乏状態をグリア細胞を通じて様々な神経
細胞に伝達する機構に関与する新規の可能性を示唆する。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 哺乳類の体内恒常性維持において、視床下部は中心的な役割を果たす。学位申請者は、Src ファミリーに属する Fyn
チロシンキナーゼとこれと結合するβ-adducin の視床下部におけるはたらきを明らかにする目的で、培養細胞および
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